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第 5 回長浜市市民協働推進会議 要点録 

 

市民協働部市民活躍課 

 

Ⅰ 日 時  令和元年 10 月 21 日（月）午後 6 時 00 分～午後 7 時 05 分 

        ※終了後意見交換 

Ⅱ 場 所  長浜市役所 4 階 4-A 会議室 

Ⅲ 出席者  森川会長、西川副会長、川瀬委員、板山委員、中山委員、大橋委員、 

國友委員  計 7 名（東委員欠席） 

 

Ⅳ 内 容 

≪会議のスケジュール変更について≫ 

・当初の予定では、今日の会議が最終回となり、今月中に答申をいただくことになっている 

・条例については、市民協働推進会議で活発な議論をいただき、案としてとりまとめを行っ

たが、計画の柱となる仕組みについては、会議で十分議論を尽くせていない状況にある 

・そこで、会長に相談させていただき、会議を追加で開催し、議論をさらに深めていただい

たうえで答申をいただくスケジュール変更について、会議にお諮りすることになった 

・具体的には、下記のとおり 

① 会議を追加で 2 回開催させていただいたうえで、答申をいただく（概ね 2 か月延長） 

② 計画については、答申にあわせて、策定スケジュールを 2 か月延長し、計画の改定時

期を来年 5～6 月とする 

③ 条例については、スケジュール変更なし 

      ↓ 

・上記スケジュール変更提案について諮った結果、全会一致で原案どおり承認 

 

≪議 事≫ 

２(1)（仮称）長浜市市民協働のまちづくり推進条例（案）について 

・資料 1（p.1～p.3）に基づき、条例（案）について市民活躍課から説明 

 

【質疑等】 

・資料に記載されている内容は、すべて条例に記載されるのか。 

  ⇒ 内容（案）については、説明の文章であり、条例では書かない。ただし、パブリック

コメントは、今日の資料と同じ形式で（内容（案）も含めて）提示させていただく。 

 

・前文の書き出しについて、「長浜市は～受け継いできています」というと主語と述語のかか

りがひっかかる。「長浜市は」ではなく「長浜市では」の方が良いのでは。 

・市民を含めて長浜市が受け継いできた。受け継ぐというアクションをしてきたのは「人」

なので「長浜市が」となると主語と述語が職業的にひっかかる。 

・長浜市は、受け継いできていますだと、市民ではなくて不明確。「長浜市では」だとしっく

りくる。 
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・「長浜市は」と書くと「行政」がという意味に受け取られる。ニュアンスの問題。 

 

・もうひとつ、「長い歴史の経過のなかで」というのは、「頭痛が痛い」と言っているのと同じ

ことだ。 

 

★ これに時間をとるのもどうかと思うので、事務局に一任で。 

 

・資金・基金という表現がなくなり、財政的支援が読み取れなくなったように見えるが。 

  ⇒ もともと基金は、市設置でも民間設置（コミュニティファンド）でもどちらでも読

めるようになっており、市の基金として明記していたわけではない。市の財政的支

援については、第 18 条で規定している。地域づくりの支援の形については、計画の

主要施策となる 9 つの仕組みの「地域づくりを推進する仕組みづくり」で検討して

いく。 

  ⇒ 行政の財政の硬直化が進む中で、寄付等税以外の財源を協働で集める視点が必要で

ある。市の財政的支援については、第 18 条に設けており、しっかりと支援していく。 

 

・第 19 条の第 1 項と第 2 項を入れ替えてはどうか。資金を多様な主体で協働して確保しよ

う。その中で、市は寄附文化の醸成に努めますという流れの方が良い。 

  ⇒ ご指摘のとおり第 1 項と第 2 項を入れ替える 

 

・第 4 条第 1 項の「自主的かつ主体的」について、「自主的」という言葉が軽い。自ら一人ひ

とり市民は、自発性に基づいてかつ主体的にということを、最初の文章に込めても良いか

と思う。 

  ⇒ 「自発的かつ主体的に」に変更する 

 

・条文の「寄附」について、前回の会議資料ではこざとへんがなかった（寄付）が。 

  ⇒ 長浜市の他の条例にあわせて「寄附」に変更した 

 

・第 19 条の区分のところで、「資金」というのは馴染みがない。「活動資金」ではいけないか。

「資金」だけでなく、「活動資金」としたほうが寄り添っている感じがする。 

・項目の名称も変えた方が良い 

  ⇒ 区分は「活動資金」、項目は「活動資金の調達及び活用」に修正 

 

・前文 5 行目の「これまでの行政手法や官民の二者連携を中心とする協働の考え方では」と

いう表現が強すぎるので、「考え方だけでは」にしてはどうか。これまでしっかりと官民連

携を進めてきたところもあるので、そこに対する配慮も必要だ。「考え方だけでは」にする

と、否定ではなく、「加えていく」という考え方になる。 

  ⇒ ご指摘のとおり修正する 

 

・第 16 条の「又は」は不要だ。 
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  ⇒ ご指摘のとおり修正する 

 

・前文の 9 行目「地域社会の変化に伴う」というところも、地域社会だけが変化しているわ

けではなく、仕組みとか制度も変わってきているので、「こうした変化に伴う」に改めては

どうか。 

  ⇒ ご指摘のとおり修正する 

 

 

※２(2) 答申（案）については、スケジュール変更になったため、議論せず 

 

 

４ 閉会 

 

 

 


